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10 枚組で発
行された服
部紡績福井
工場絵葉書
（昭和 10年
頃）

服
部
紡
績
福
井
工
場

絹
織
物
王
国
福
井
の
中
で
綿
織
物
で
貢
献

服部紡績福井工場（織布部門工場）風景
（昭和 10年頃）

服部紡績女子工員のラジオ体操風景
（昭和 10年頃）
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服部紡績
福井工場跡

お
そ
ば
に
　
し
て

越
前
お
ろ
し
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
探
訪
記

ソ

バ

ー

ル

福
井
商
工
会
議
所
で
は
そ
ば
と
バ
ー
ル
︵
酒
場
︶
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｒ
参
加
店
舗
か
ら
店
主
お
す
す
め
の
逸
品
そ
ば
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　
「
服
部
紡
績
福
井
工
場
」
は
、
福
井
の

古
老
に
は
懐
か
し
い
名
前
だ
。
正
式
に
は

「
株
式
会
社
服
部
商
店
福
井
紡
績
工
場
」

と
い
い
、
現
在
の
フ
ク
イ
ボ
ウ
㈱
（
桃
園

町
）
の
敷
地
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
あ
っ
た

戦
前
の
大
工
場
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の

フ
ク
イ
ボ
ウ
㈱
と
は
関
係
は
な
い
。

　

明
治
中
期
か
ら
飛
躍
を
遂
げ
た
福
井
の

羽
二
重
織
物
は
、
大
正
期
に
第
一
次
世
界

大
戦
の
好
景
気
を
境
に
不
況
へ
と
転
じ

た
。
そ
の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
、
綿
織

物
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
が
、
県
内
の
織

物
業
に
占
め
る
割
合
は
１
％
程
度
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
時
期
、
綿
織

物
を
目
指
す
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

有
力
な
織
物
業
者
で
あ
っ
た
松
島
清
八

も
こ
れ
に
応
じ
、「
福
井
紡
織
」
を
設
立

し
た
。
創
立
は
大
正
５
年
３
月
で
、
資
本

金
は
20
万
円
だ
っ
た
。
松
島
が
社
長
に
就

任
し
、
谷
口
宇
右
衛
門
、
久
保
久
兵
衛
、

森
広
三
郎
な
ど
の
有
力
者
が
役
員
に
名
を

連
ね
た
。
工
場
は
市
内
郊
外
の
立
矢
口
の

石
場
畑
方
（
現
桃
園
町
）
に
建
設
さ
れ
、

２
０
０
台
の
豊
田
式
織
機
が
設
置
さ
れ

た
。
同
年
９
月
に
操
業
を
開
始
し
、
本
社

は
隣
接
す
る
社
村
小
山
谷
に
置
か
れ
た
。

　

松
島
は
複
数
の
事
業
を
経
営
し
、
織
物

王
国
福
井
の
発
展
に
寄
与
し
た
が
、
創
業

か
ら
４
年
後
の
大
正
９
年
に
病
没
し
た
。

こ
の
た
め
、
福
井
紡
織
は
名
古
屋
の
服
部

商
店
と
合
併
し
、「
服
部
商
店
福
井
紡
績

工
場
」
と
な
っ
た
。
同
商
店
は
明
治
27
年

の
創
業
で
、
大
正
元
年
に
法
人
化
し
、
問

屋
業
か
ら
織
布
業
、
紡
績
業
へ
と
進
出
し

て
事
業
を
拡
大
し
て
い
た
。こ
の
合
併
は
、

双
方
に
と
っ
て
合
理
的
な
判
断
だ
っ
た
。

　

工
場
は
拡
張
整
備
が
進
み
、
敷
地
は
約

１
万
坪
、
建
物
は
53
棟
、
織
機
は
８
６
０

台
を
数
え
、
従
業
員
も
９
０
０
名
を
超
え

る
大
規
模
工
場
へ
と
成
長
し
た
。
そ
の
後

も
増
改
築
が
行
わ
れ
、
昭
和
15
年
２
月
に

社
名
を
「
興
和
紡
績
」
に
変
更
し
、
引
き

続
き
福
井
工
場
と
し
て
稼
働
し
た
。
し
か

し
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
企
業
整
備
や
軍

需
産
業
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

昭
和
17
年
10
月
、
工
場
は
日
本
国
際
航

空
工
業
㈱
（
本
社
東
京
）
に
買
収
さ
れ
、

同
社
の
福
井
工
場
（
後
に
福
井
製
作
所
に

改
称
）
と
な
っ
た
。
こ
の
工
場
は
、
同
社

の
京
都
製
作
所
（
久
遠
山
町
）
と
と
も
に
、

軍
用
航
空
機
の
部
品
、
特
に
プ
ロ
ペ
ラ
の

生
産
を
担
っ
た
。

　

翌
昭
和
18
年
に
は
、
春
江
町
の
12
の
織

物
工
場
も
福
井
製
作
所
春
江
分
工
場
と
し

て
整
理
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
で
は
、

学
徒
動
員
さ
れ
た
若
年
者
も
多
数
働
き
、

市
民
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
存
在
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
昭
和
20
年
７
月
の
福
井
空

襲
で
被
災
し
、
さ
ら
に
敗
戦
に
よ
っ
て
日

本
国
際
航
空
工
業
福
井
製
作
所
が
復
活
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
跡
地
は
熊
谷
組
の

買
収
な
ど
を
経
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

福
井
紡
績
㈱
（
現
フ
ク
イ
ボ
ウ
㈱
）
が
設

立
さ
れ
た
。　
　
　
　
（
文　

奥
山
秀
範
）


